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1. はじめに     

 近年，日本の研究力は年々低下しており，その 要因とし

て研究費の伸びの減少があげられる[1]．2000 年を 1 とした

場合の 2019 年の各国通貨による研究開発費の名目額指数

は，日本は 1.2 に対し， 欧米諸国は 1.7 から 2.4，中国は 

24.7，韓国は 6.4 と大きな伸びを示している．しかしその

中でも成果を上げている研究が存在する．そこで本研究で 

は研究水準維持向上のために研究成果に関する分析し，成

果を上げている研究の特徴を明らかにすることを目的とす

る． 

2. 出力指向モデルを用いた効率値計算  

 日本の研究について分析するにあたり，我が国において

最も一般的である科学研究費助成事業（以下，科研費）デ

ータを利用することとした．データは国立情報学研究所が

運営する，科学研究費助成事業データベースより下記に示

す条件でデータを取得した [2]． 

 • 研究開始年度：2006 年度から 2017 年度 

 • 研究課題ステータス：完了 

 • 研究種目：基盤研究 (A)，(B)，(C)  

 上記より取得したデータを研究分野，基盤研究 (A)，(B)，

(C)，それぞれで平均化した計 50 件の データを使用し，

DEA モデルを作成する．入出力データは以下の通りである． 

 • 入力データ：総配分額，研究者数 

 • 出力データ：雑誌論文数，学会発表数  

 本研究で利用する BCC 出力指向（規模収穫一定） モデ

ルの定義は以下である[3]．𝐷𝑀𝑈数𝑛に関する𝑚個の入力デ

ータ𝑿 = (𝒙𝟏，𝒙𝟐，…， 𝒙𝒏) ∈ 𝑅𝑚×𝑛 と，s 個の出力データ 

𝒀 = (𝒚𝟏，𝒚𝟐，…，𝒚𝒏) ∈ 𝑅𝑠×𝑛 を元に 𝐷𝑀𝑈𝑗(𝑗 =  1, . . . , 𝑛) の

効率値を算出する．入力につける重みを 𝒗 ∈ 𝑅𝑚，出力に

つける重みを 𝒖 ∈  𝑅𝑠  としたときの主問題は式 (1) とな

る．これを双対問題として書き直すと式 (2) となる．𝜃 = 1

ならば，𝐷𝑀𝑈𝑗は効率的であるといえる． 

𝑚𝑖𝑛 𝜃=𝒗𝒙𝒋 

𝑠. 𝑡． 𝒖𝒚𝒌=1 

   𝒗𝒙𝒌 ≤ 𝒖𝒚𝒌(𝑘 = 1，…，𝑛) 

   𝒗 ≥ 0，𝒖 ≥ 0 

 

(1) 
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max 𝜃 

𝑠. 𝑡．𝜃𝒚𝒋 − 𝒀𝝀 ≤ 0 

  𝑿𝝀 ≤ 𝑥𝑗 

  𝝀 ≥ 0，𝒆𝝀 = 1               

 

(2) 

 ここで，次の生産可能集合を仮定している．𝝀 ∈ 𝑅𝑛は変

数であり，𝜃 は目的関数であり DEA 効率値である．これら

を用いて，効率の良い研究の効率値を算出した． 

𝑃 = {(𝒙, 𝒚|𝒙 ≥  𝑿𝝀, 𝒚 ≥  𝒀 𝝀, 𝜆 ≥  0, 𝒆𝝀 =  1)}       (3) 

 

図 1 DEA 効率値算出結果 

 結果を図 1 に示す．化学の基盤研究(C)と数物系科学の基

盤研究(C)が最も効率的な分野と基盤研究の組み合わせで

あった．基盤研究に注目すると，ほとんどの研究で基盤研

究(C)，(B)，(A)の順に効率的となっており，出力が高くて

も研究費が少なければ少ないほど効率的な研究であるとい

える．一方で分野に注目してみると効率値 1 が存在してい

た科学と数物系科学は基盤研究(A),(B)であっても，他の基

盤研究(A),(B)に比べて上位を占めており，逆に効率値が低

い総合生物などは他の基盤研究も低くなっている．このこ

とから研究分野文化も効率値に関わっていると考えられる． 

3. おわりに 

本研究では DEA モデルを用いて効率的な科研費プロジ

ェクトを研究分野，研究種目ごとに算出した．今後は研究

プロジェクトごとに効率値を算出し，効率値の高いプロジ

ェクトが持つ特性や研究者の関係性の違いを確認する． 
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